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第1号議案 (資料 1)

令和5年度事業報告並びに収支決算書

(自令和5年4月 1日 至 令和6年3月 31日 )
l.会員数と構成

令和元年度

令和 2年度

令和 3年度

令和 5年度

11.主な会議

年次総会

理事会

企画・運営委員会

53

備考 法人2件退会、 新加入 個人会員9件

1回 令和5年 6月 16日 (金 )(八イブリッド方式 )
1回  令和5年 6月 16圏 (金 )
7回  令和5年4月 21日 (金)北 とぴあ  令和5年 5月 25日 (木)(ONLINE)
令和5年 8月 24日 (本)北 とぴあ  令和5年 9月 26日 (火)東京BIGサイト
令和 5年 12月 18日 (月 )北とぴあ 令和5年 1月 29日 (月 )北 とぴあ
令和5年 2月 26日 (月 )北とぴあ

HL主な事業

1.調査研究事業
1)月例研究会 (北とぴあ 。東京文化会館)

・利用会場のWiFi設備の充実に伴い、基本的にハイブリッド形式で、ONLINE必 要機器購入・運用。
・地域活性学会、一般財団法人日本健康開発財団、特定非営利活動法人スパ&ウエルネス・ツー

リズム振興協会 (旧名 日本スパ振興協会)と の共催体制は現状継続。
・テーマにより日本温泉気候物理医学会温泉療法医の研修プログラム(1単位)に申請。
・開催実施概要は下記の通り。

( )ONLINE参 加者
_旦____開催_□________塗」2_____________テ IW講 師h和,略 _ __ _ 形式    参加者数
107令和5年4月 21日 (金 )―  「フリー トークセッションの成果と今後の展開」 ONLIN巨  24(24)

コーディネーター 坂本 誠 (NPO健康と温泉フォーラム専門委員 )
「入湯税」  中沢 敬 (―社群馬県温泉協会会長 )
「温 泉 医 学 」 猪 熊 茂 子 (千葉中央メディカルセンター、国立国際医療研究センター国府台病院 温 泉療 法医 )
「国民保養温泉地」 片山健也 (北海道ニセコ町長)
「SDG｀ s―温泉資源」 滝沢英夫 (公財中央温泉研究所研究部長)
「SDD｀ s―LGBT/国際化 Ms.Lindsey Bridges(観光・ホスピタリティエクスパート)
「国際温泉交流センター構想」合田純人 (NPO健康と温泉フォーラム常任理事)      1

法人会員 個人会員         合計
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(1)「日本の温泉の現状と政策及びフォーラム活動に関するヒヤリング・意見交換」 (抜粋 )
令和 5年 4月 19日    菊池市商工会長 笠愛一郎氏 (都内)
令和5年 4月 24日    温泉文化ユネスコ無形文化遺産登録振興協会 中沢 敬氏 (都内)

高崎商科大学商学部特任教授 熊倉浩靖氏  (都内)

令和5年 5月 12日 (金) 北とぴあ 「温泉の経済史一近代日本を中心に」 ノヽイブリッド 29(4)
高柳友彦 (―橋大学大学院経済研究所講師)

令和5年 7月 25日 (火)26日 (水)俵山温泉 「俵山温泉活性化ワークショップ」対面集会のみ 30(0)
(フ ォーラム理事・専門委員有志と俵山温泉関係者 )

令和5年8月 24日 (木)北 とぴあ  「ベルー秘湯のエビ :アチチ君国際学会登録物語」ハイブリッド26(6)
富川光 (広島大学教育学部教授)、 川崎義巳 (NPO健康と温泉フォーラム理事)
令和5年 9月 26日 (火)東京BIGサイト「日本の温泉資源の現状」    ハイブリッド 36(16)
滝沢英夫 (公財中央温泉研究所研究部長)

令和5年 12月 18日 (月 )北とぴあ「コロナ後の温泉の総括と今後の展望」ハイブリッド 30(10)
合田純人 (NPO健康と温泉フォーラム常任理事 )

令和 6年 1月 29日 (月 )北とぴあ「温泉旅行の近現在―江戸から現代」 ノヽイブリッド 31(11)
高柳友彦 (―橋大学大学院経済研究所講師 )

令和 6年2月 26日 (月 )北とぴあ 「温泉法学の系譜と将来―シリーズ第2回 )八イブリッド 27(14)
布山裕― (流通経済大学講師 NPO健康と温泉フォーラム理事 )
令和6年 3月 29日 (金)東京文化会館「温泉地実践リーターワークショップ2024」 ハイブリッド65(23)
「温泉地のコミュニティデザインと文化・建築遺産」向田薫 (歴史温泉建築家 )

「温泉地と地域資源を活用した健康関連商品の企画研究」安光孝代 (yasurnirelax代 表 )
「癒やしと健康を提供する俵山版アルベルゴ・ディフーゾ構想」藤永義彦 (SD―WORLD社代表)
「"Not we‖ known,not springs''俵 山温泉の可能性」斎木泰彦  (斎本病院院長 温泉療法医)
「みなかみ18湯における温泉地活性化の取り組み」深津卓也 (上牧温泉辰巳館代表取締役 )

第109回俵山温泉温泉閣 (長門市)   第115回東京文化会館 (上野公園)

付記  本年度は開催数 9回 対面集会式 1回  ノヽイブリッド形式7回、ONLINEの み 1回。総参加者数
|よ 304人 (内 ONLINE1 08人 )。 温泉療法医会から研修単位 (1単位)を延べ 4回の研究会が認可され、温
泉療法医の参加も増えた。健康と温泉をテーマに産官学の立体的な研究プラットホームとして、関係諸機関

から高い評価を得ているが、参加者からの積極的で、具体的な要望も増え、ある程度固定化した研究会の様

式とは別に、より多くの参加者が出席 しやすいよう、テーマの選定や、開催時間、開催場所を工夫し、開催

形式も色々組み合わせ、研究交流のさらなる活性化にチャレンジした成果が少しづつでてきている。

★ 参照HP(ホームページwww,onsen… forum.Jp「月例研究会報告」)

2)「温泉と社会制度―温泉医学研究体制」 (自主研究) (平 成 26年より継続研究)
温泉関連政策・組織の調査 。研究

COVID-19後 のより、健康志向に向かう社会における温泉の系譜的関連組織 (中央官庁、地方自治体、
学会、組合、有識者など)と様々な意見交換を行ってきた。入湯税の戦略的活用や、温泉医学研究振興の総
合的な実施組織形態とその連携のあり方、温泉振興の長期的ヴィジョンとその政策提言、温泉のグローバ リ

ゼーションヘの対応や温泉関連人材の育成等のあり方を研究した。

(敬称略)
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令和5年 5月 10日

令和5年 5月 11日

令和5年 5月 17日

令和5年 5月 18日

令和5年 6月 1日

令和 5年 6月 4日

令和5年 6月 8日

令和5年 6月 27日

令和5年 6月 27日

令和5年 7月 10日

令和 5年 7月 11日

令和5年 7月 13日

令和5年 7月 14日

令和5年 7月 25日

令和5年 7月 26日

令和5年 7月 31日

令和5年 8月 1日

令和 5年 8月 28日

令和 5年 8月 29日

令和5年 9月 1日

令和 5年 9月 12日

令和5年 9月 21日

令和5年 9月 28日

令和5年 10月 2日

令和5年 10月 4日

令和5年 10月 20日

令和5年 10月 23日

令和5年 10月 24日

令和5年 11月 1日

令和5年 11月 2日

令和5年 11月 7日

令和5年 11月 21日

令和5年 11月 22日

令和5年 12月 12日

令和6年 1月 19日

令和6年 1月 24日

令和6年 1月 26日

一社日本温泉協会常務副会長 岡村興太郎氏 (都内)

乳頭温泉鶴の湯会長 佐藤和志氏 (都内 )
熱海市役所観光建築部次長 立見修司氏 (都内 )
静岡県経済産業部新産業集積課主任 工藤兼一郎氏  (部内 )

山梨県ウエルネスツーリズム推進協議会会長 小山芳久氏 (都内)

北海道豊富町長 )可田誠一氏  (北海道豊富町)

北海道豊富町前町長 工藤栄光氏 (北海道豊富町 )

菊池市商正会長 笠愛―郎氏 (都内 )
一社群馬県温泉協会長 中沢敬氏 (都内 )
菊池市観光商工課課長補佐 上野重智氏 (都内 )

群馬大学教育学部教授 関戸明子氏  (都内 )

参議院議員 横山信一氏  (都内 )
静岡県経済産業部新産業集積課参事 長尾吉秀氏  工藤兼―郎  (都内)

兵庫県新温泉町商工観光課長 福井崇裕氏  (WEB)
福島県金山町議会議員 坂内譲氏 (福島県金山町玉梨温泉)

奥会津かねやま福業協同組合事務局次長 渡部久美氏 (福島県金山町)

新潟県阿賀野市長 田中清善氏 (新潟県阿賀野市)

新潟県村杉温泉長生館社長 荒木善紀氏 (新潟県阿賀野市 )

山口県長門市長 江原達也氏 (山 口県長問市 )
熊本県菊池市長 江頭実氏 (熊本県菊池市 )
熊本県菊池商工会長 笠愛一郎氏 (熊本県菊池市 )

鳥取県倉吉市長 広田―恭氏 (鳥取県倉吉市 )
鳥取県三朝町長 松

'繭

弘幸氏 (鳥取県三朝町)

兵庫県新温泉町 西村銀三氏 (兵庫県新温泉町)

兵庫県新温泉町商工会長 谷田―富氏 (兵庫県新温泉町 )

湯村温泉旅館協同組合長 朝野泰昌氏 (兵庫県新温泉町湯村温泉 )

多摩美術大学美術学部特任准教授 丸橋浩史氏 (兵庫県新温泉町湯村温泉 )

石川県加賀市山中温泉観光協会顧間 上回昌徳氏 (石川県山中温泉 )

ホテルニューツルタ社長 鶴田浩一郎氏  (大分県別府市 )

立命館アジア太平洋大学サステナビリティ観光学部教授 (大分県別府市 )

大分県別府市長 長野恭紘氏  (大分県別府市 )

環境省参与 奥田直久氏  (都内)
環境省自然環境局長 自石隆夫氏 (都内 )
ハンガリー人使館―等書記官・文化担当官 コバーチエメシェ氏 (都内)

熊本県菊池市観光商工課課長補佐 上野重智氏 主査 森永美香氏 (都内 )

静岡県経済産業部新産業集積課参事 長尾吉秀氏  工藤兼一郎  (静岡県沼津市 )

静岡県教育委員会教育部長 水口秀樹氏  (静岡県三島市 )

大分県竹田市健康と温泉文化フォーラム代表理事 首藤勝次氏 (竹田市長湯温泉 )

大分県別府市市長公室参事 松川幸路氏   (竹 田市長湯温泉 )

静岡県経済産業部新産業集積課参事 長尾吉秀氏  工藤兼―郎  (都内)

イタリアアバノ市元副市長 マッシモ・サビオン氏 (都内)
北海道豊冨町長 ,可田誠―氏  (北海道豊富町 )

静岡県知事 川勝平太氏  (静岡県沼津市 )
山口県俵山温泉泉屋旅館代表 吉村彦士氏  (山 口県長門市俵山温泉 )

石川県山中温泉観光協会顧問 上回昌徳氏  (石川県加賀市山中温泉 )

ホテルニューツルタ社長 鶴田浩一郎氏  (大分県別府市 )
立命館アジア太平洋大学サステナビリティ観光学部教授 (大分県別府市 )

大分県別府市長 長野恭紘氏  (大分県別府市)
熊本県菊池市長 )工頭実氏  (熊本県菊池市 )

秋田県玉川温泉代表取締役社長 畠山米一氏  (都内)
一社群馬県温泉協会長 中沢敬氏 (都内 )

山口県長門市経済観光部長 堀俊洋氏 (山 口県長問市俵山温泉 ) 3



SD―WORLD株 式会社社長 藤永義彦氏 (山 口県長問市俵山温泉 )
令和6年 1月 28日     山梨県ウエルネスツーリズム振興協議会代表 小山芳久氏 (都内)
令和6年 2月 1日     熊本県菊池市長 江頭実氏  (熊本県菊

'1也

市 )

株式会社白金の森代表取締役 松岡義1専氏 (熊本県菊池市菊池温泉)
令和6年 2月 6日     本テルニューツルタ社長 鶴田浩―郎氏  (大分県別府市 )

立命館アジア太平洋大学サステナビリティ観光学部教授 (大分県別府市 )

令和6年 2月 7日     大分県別府市長 長野恭紘氏  (大分県別府市 )
令和6年 2月 13日     君羊馬県草津温泉ホテルヴィレッジ会長 中沢敬 (群馬県草津町)
令和6年 2月 20日     ノヽンガリー大使館―等書記官・文化担当官 コバーチ・エメシェ (都内)
令和6年 2月 21日     静岡県経済産業部新産業集積課参事 長尾吉秀氏  工藤兼―郎  (都内)
令和6年 2月 28日     一社群馬県温泉協会長 中沢敬氏 (都内 )
令和6年 3月 7日      熊本県菊池商工会長 笠愛―郎氏 (都内 )
令和6年 3月 22日     NPOガ イアイニシアティブ代表 野中ともよ氏  (都内)
令和6年 3月 28日     山梨県ウエルネスツーリズム振興協議会代表 小山芳久氏  (都内)
(2)「温泉地活性化の研究 。開発」
第 109回 月例研究会と連携し、 令和5年 7月 25日 (火 )26日 (水)俵山温泉にて 「俵山温泉活性化ワーク

ショップ」を開催。地元関係者を交え、 「分散型滞在構想一日本型アルベルゴ・ディフーゾの可能性」を研究討論した。

伝統的な湯治場が衰退の一途をたどる今日、温泉旅行形態の変化、いっときのワーケーションブームの新たな展開とし

て、 「暮らすように旅する」 ,帯在型の新たなマーケットが注目されてきた。湯治型温泉地はバブル経済をなんとか生き

延びたが、施設の老朽化や後継者問題で瀕死の状態に陥っている。俵山温泉は古くより、湯治場として栄え、現在も日

本の温泉文化の一つ外湯文化が生き残っている数少ない温泉地であるが、同様の深刻な事業継承問題に直面している。

昨年の環境省の新・湯治の効果に関する協同モデル調査事業「俵山湯治ヴィレッジ」の監修及びアドバイザーとして参

加したフォーラムヘ共同研究の提案があり、現地で地元とワークショップという形で研究討論することになり、地元に

つづき、フォーラムからは下記のプレゼンテーションを行った。

・「アルベルゴ・ディフーゾの取り組み」首藤勝次(前竹田市長、F(フ ォーラム)理事)
・「温泉地の事業継承」笠愛―郎 (菊池市商工会長)(F理事)
・「新・湯治ウエルネスツーリズム」関口陽― (経済産業研究所上席研究員)(F専門委員)
。「温泉文化の保護」中沢敬 (群馬県温泉協会会長、元草津町長)(F理事)
。「湯治場の魅力」石井宏子 (温泉ビューティ研究所代表)(F専門委員)
・「湯治場の空間とその魅力」浜田幸康 (PDSア ーキテクトー級建築士事務所)(F専門委員)
・「湯治旅館の魅力」倉沢章 (信州別所温泉上松や会長)(F理事)
・「赤沢温泉旅館とインバウンド」遠藤正俊 (株式会社赤沢温泉代表。森林学博士)

2.研 修 事 業

健康・福祉・介護などへ温泉の社会的活用を積極的に支援するため、講師派遣、人材育成など大学、

白治体、関係団体からの要請に可能な限り対応した。

1)「第 31回温泉利用指導者研修会」 (講師派遣 )
主催  一般財団法人日本健康開発財団
会場  ヴジョンセンター東京駅前内会議室 (東京都中央区八重洲卜8-
17新槙田ビル 7F)

派遣日 令和5年 10月 6日 (金)講座 「健康社会学」
10月 13日 (金)   「温泉保養システム」

受講者 温泉利用指導者研修生 12名
2)「静岡県伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジェクト」 (iCOI)

(企画・講師フアシリテーション・全体コーディネーション業務 )

静岡県の伊豆半島の温泉産業振興のための新産業創出企画事業にア

ドバイザーとして2021年 より参画。本年度は静岡県の「東アジア文化都市2023静岡県」事業の一環
で企画主催した「ふじのくに食と温泉文化フォーラム」*(詳細はフォーラム事業)」 の企画・ファ
シリテー ション及びコーディネーション業務を実施した。

又、標記事業構想の一つである「伊豆地方で国際的な温泉研究の拠点づくり」 |よフォーラムの長年の

念願である国際温泉研究交流拠点計画への関連性が期待されることから、今後も積極的にフォーラム

と本プロジェクトとで、′協働が可能な事業プロジェクトの企画を支援する。

4



3)「短期集中講義―ふじのくに学 (伊豆の温泉と産業おこし」 (講師派遣 )
主催  公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
会場  静岡県立大学キャンパス (静岡県静岡市駿河区谷田52-1)
派遣日 令和5年 11月 11日 (土)講座 「日本と世界の温泉の歴史」

4)「新・湯治・ウエルネスツーリズム専門家会合」 (委員派遣 )
主催  大分県別府市
会場  大分県別府市役所じセプションホール、別府市水道局大会議室
派遣日 令和5年 8月 29日 (火 )9:30～ 11:00

令和5年 11月 22日 (水)14:00～ 15i30

令和6年 2月 7日 (水 ) 14:OO～ 15i30

5)「熊本県菊池温泉街魅力創出ワークショップ」 (観光関連事業者対象)
(委員派遣、講師フアシリテーション・全体コーディネーション)

主催  熊本県菊池市
会場  熊本県菊池市菊池グランドホテル会議室
派遣日 令和5年 7月 27日 (木)13:00～14:30  講師 合田純人 (常任理事)

令和5年 10月 3日 (火)13:00～15:00  講師 中沢敬 (草津温泉観光協会参与 )
令和5年 12月 13日 (水)14i00～ 15:00   講師 石井宏子 (温泉ビューティ研究所代表)
令和6年 2月 1日 (本) 14i00～15:00  講自幕 合田純人 (常任理事 )

6)「新温泉町リフレッシュ館町民プールあり方検討委員会」 (ア ドバイザー派遣 )
主催  兵庫県新温泉町
会場  町民センター (兵庫県新温泉町湯990-8)
派遣日 令和5年 7月 31日 (月 )15:00～ 16i30  アドバイザー 合田純人 (常任理事)

令和5年 11月 3日 (火)13:00-15:00  アドバイザー M「Markus Matz
(ドイツバードクロチングン温泉ヴィータクラシカ副館長)

7)「山口県俵山温泉エリアプラットフォーム全体会議」 (専門人材 (ア ドバイザー)派遣)
主催  山口県長門市
会場  俵山温泉温泉閣 (山口県長門市俵山温泉)
派遣日 令和6年 1月 26日 (金)16:OO～ 17:30  アドバイザー 合田純人 (常任理事 )

令和6年 3月 1日 (金) 13:00～ 15:00  アドバイザー 合田純人 (常任理事)(ONLINE)
3.フ ォーラム事業/日本の名湯百選。事業
1)r健康と温泉フォーラムin豊富 2023」 及び「温泉を活用した健康づくり広域連携会議 2023」
本事業の全国の温泉地自治体の広域連携や、地元温泉地と中央組織 (官庁、関連学会、関連組織)及び
地元市民との情報共有などを目的に全国の温泉地で開催する健康と温泉フォーラム本体の主軸の全国マルチ

プラットフォーム事業です。2019年の鳥取県三朝町での開催を最後に新型コロナウイルス感染拡大問題

(COVID-19)の 影響で開催を中止していましたが、 4年ぶりに昨年11月 北海道豊富温泉で豊富町と共催し

開催いたしました。

・催事名     「健康と温泉フォーラムin豊富町2023」 及び「温泉を活用した健康づくり広域連携会議2023」
・テーマ    「温泉の未来一伝統と科学の融合」
・主催     健康と温泉フォーラム/北海道豊富町
・後援      厚生労働省、環境省、全国市長会、全国町村会、北海道宗谷総合振興局、他関連団体

地元メディア他

・会期     令和 5年 11月 17日 (金 )、 18日 (土 )
・会場     北海道豊富町定住促進センター (11月 17日 ・ 18日 )

ホテル豊富 (11月 17日  レセプション)
・参加者     100名 (延べ 2日 間)                           5



プログラム

11月 17日 (金 )

1500

1520

於 北海道豊富町定住促進センター

開会式

第一部 「温泉を活用 した健康づくり広域連携会議 2023」

事例発表-1「豊富町の取り組み」行政、医師、湯治生活指導

事例発表-2「参加自治体、団体の発表」参加白治体/関連団体 (13)

宣言文採択 (**7頁 に全文収録)

1710    第二部 基調講演 「AI(人工知能)と温泉」
桜田一洋 (慶應義塾大学医学部教授 )

19oO    交流レセプション(於 :豊富ホテル)

11月 18日 (土)    於 豊富町定住促進センター

830     第二部 パネルセッション
「健康と温泉一伝統文化と近代科学」

コーディネーター 合田純人 (常任理事 )
パネラー     桜田―洋 (慶應義塾大学医学部教授 )

谷口江里也 (詩人、ヴィジョンアーキテクタ
~)

野中ともよ (NPO法人ガイア・イニシアテイブ代表)

1000    1第四部 特別講演「テルマエの国からみた日本の温泉の魅力」
マッシモ・サビオン (元イタリアアバノ市副市長 )

1l oo     温泉地協賛品抽選会
1115     閉会式

2)rふ じのくに食と温泉文化フォーラム」
本事業 |よ 「静岡県伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロジエクト」 (ICOl)の

一環で研修事業で記載の

通り、標記のフォーラムの内、 「温泉シンポジウムセッション」の企画
からファシリテーション・コーデイ

ネーション全体を支援
,実施した。

・催事名    『ふじのくに食と温泉文化フォーラム」
・テーマ    「ふじのくにの食と温泉文化」
・主催     静岡県
・後援     環境省、文化庁、時事通信社
・会期     令和 5年 11月 1日 (水 )
・会場      プラサヴェルデ (静岡県沼津市大手町1丁目1-4)
・参加者    500名 (ONLIN巨でライブ配信 )

・プログラム  (温泉シンポジウム)
11月 1日 (水 )

「温泉と心の健康づくリー世界から注目されるポストウエルネスとしての日本の温泉
―」

ファシリテーター 合田純人 (常任理事 )
開会スピーチ  「ハンガリーの温泉の魅力」

コバーチ・エメシェ (八ンガリー大使館―等書記官・文化担当官)

講演-1(ONLINE)「ヨーロツパ温泉医学の現状とポストウエルネスに向けた医学

的取り組み」ヨ八ネス・ナウマン教授 (ドイツ・フライブルグ大学医学部 )

講演…2 「ヨーロツパの温泉地経営の実際とグローバルマーケツトにおける日本

の温泉地の可能性」マークス・マッツ氏

(ド ィッ・バー ドクロチンゲンヴィタクラシカ 副所長 )

講演-3 「ヨーロツパの温泉専門家からみた日本の温泉の魅力」
マッシモ・サビオン

(イタリア・アバノ・モンテグロツト温泉ホテル協会元会長、元アバノ市副市長)

質疑応答

閉会                                6
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4.広報事業
1)SPA&WELLNESS JAPAN 2023(後 援・展示ブース((3rnx2m)設営)

・開催日   令和5年9月 25日 (月 )26日 (火)27日 (水 )
・会 場   東京 BIGサ イト西ホール
・来場者   1,5万人 (予定)
・展示協カ  インフォーマーケッツジヤバン株式会社

山梨県ウエルネスツーリズム振興協会、たわらやまの旅と未来会議

三朝町、菊池市商工会、新玉川温泉、草津温泉協会

フォーラムと主催者との共催で、催事初日 (9月 25日 )にセミナーを開催。

「日本のビューテイ&ヘルス世界標準ヘー日本温泉文化のユネスコ無形文化遺産登録へ」

講師  中沢 敬 (一社群馬県温泉協会会長、元草津町長、フォーラム理事 )

5,国際事業  ONLINEを 活用して、ョーロッパ温泉関係者と適時情報交換をしてきたが、欧州各国の取

り組みにも違いがあるが、総じて、ポストコロナ社会とポストウ
エルネスとして、よリメンタルな心の健康

づくりへの温泉活用が注目される中、古くよりの日本の自然と一体となった心の回生とし
ての温泉文化がそ

の先進モデルとして注視され始めてきた。その実際とその国際協調
への道筋づくりを研究するため、 202

3年 11月 2日 より、国際会議で招聘したイタリアの温泉経営専門家のマッシモ氏と、俵山温泉 (山口

県)、 湯原温泉 (岡山県)、 山中温泉 (石川県)と 1週間にわたり温泉地を視察した。地元関係者
との懇談

で得たこれらの知見をベースに、温泉の国際協調への道筋づくりをさらに研究す
ることになった。

6.情報交流事業
本一ムページによる基礎活動 (温泉療法医による温泉療養相談、日本の名湯百選や世界

の

温泉地情報の提供等)の継続とともに、より積極的で多様な情報発信力 (SNSや フェースブツクな

ど)への対応等を検討し、フォーラムの情報発信力のあり方を検討した。

・ HP及びSNSの掲載内容の充実 (一般と専門コンテンツの棲み分け)
・NPO法人として一般市民への情報公開の取り組み (主にHPで公開予定)

・ 鴨 泉療養相談コーナー」 「日本の名湯百選情報の提供」の継続運用

健康と温泉フォーラムin豊富町2023/温泉を活用した健康づくり広域連携会議豊富宣言

ф
温泉を活用した健康づくり広域連携会議豊富宣言

本日、私たち、全国屈指の温泉地代表は、日本最北の温泉郷、豊富温泉に

集結し、「温泉を活用した健康づくり広域連携」をテーマに産官学の多様な視点で

議論し、温泉の健康・福祉などへの社会的活用の可能性と其の課題を共有いたしま

した。超高齢社会の中、健康寿命の延伸、医療費削減など社会保障政策の基盤要請

によって、温泉地活性化は急務であり、全国の温泉は自然の恵みとして、また風土

風習の重要な社会文化資産としても、益々評価されなければならないと確認いた

しました。

人々の身体や心を癒やしてきた日本の伝統的な湯治文化が今世界から大き

な注目を浴びている中、同じ志を持つ全国の温泉地が域内の枠を超え、国や自治体

そして関連する学会や団体と連携して、自然と調和した豊かで活力ある温泉地づく

りを、市民と一緒に推進することを新たな決意として、ここに宣言します。

令和 5年 11月 17日  北海道豊富町にて
温泉を活用した健康づくり広域連携会議

議長 健康と温泉フォーラム会長 三友紀男
参加者―同

7
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監査報告書

令和 5年度事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書各事項に
ついて監査したところ、その内容は適正かつ正確なものと認めます。

令和 6年 6月 4日

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム

監事  坂本 展章

監事  小林 裕明
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2号議案 (資料2)
令和6年事業計画並びに収支予算書 (案 )

(自令和6年4月 1日  至 令和7年3月 31日 )
■「企画・運営委員会」

フォーラムに寄せられる多様な社会的期待や要請に対応し、健康と温泉に関す
る諸活動を充足させるた

め、常任理事会が選出した理事並びに関係委員によって
「企画・運営委員会」 (委員長 :合田常任理事)を

設け、ひろく外部の意見や社会的要請の調整、公正な事業評価などに対応
してきた。昨年度からさらに開催

頻度を上げ、迅速な企画運営に努め、本年度も公明正大な組織規範
の継続性を担保 してONLINEも 活用し、

課題の内容によっては、理事会とも運動し、適時開催する予定。 (定款 第8章運営組織の委員会及び部会等)

■ 事業計画
1.調査研究事業

1)月例研究会 (主会場 :北とぴあ、東京文化会館他 )

月例研究会は共催者である 地域活性学会、一般財団法人日本健康開発財団、
NPO法人日本スパ&ウ エ

ルネスツーリズム協会、そして日本温泉気候物理医学会温泉療法医会の多大な
ご支援とむ協力によって、本

年4月 に115回を迎えることができました。今後も場合によってはWEB配信のみや対面集会方式とONLINE

の混合型のハイブリッド形式で、適時企画し、より多くの参加者を獲得し、
一つの事業として、その運用を

活性化する予定。超高齢化社会、健康寿命の延伸、医療費の抑制、介護や医療
、様々な課題を抱え、大きな

過渡期を迎えようとしている日本の成熟社会。このようなパラダイム化し
た社会環境の変化に、そしてポス

トコロナ時代の新たな温泉への期待に応じる為に、産官学そしてより学際的な広
い視野で研究会を開催して

いく必要がある。そのためには、関連業界、学会、所轄官庁の枠を超えて、温泉
を取り巻く社会的課題解決

のための情報共有や叡智を交換できうるような研究プラットフォームを目指し、従来通り下記
のポイントで

開催する。

(1)WIFI環境が整備された北とぴあを主会場に、場合によっては、地方で
の開催なども検討し、

多様化する研究セグメントの開発に取り組む。

12,重要テーマは多様な視点で論議すると同時に、年間シリーズ化を目指し、その内容を深掘り
し、

一定 の研究提言を公開できるように企画する。

(31定期的な情報交換の場として、タイムリーな話題提供を図る。

●新旧の人材交流を図り、若手人材の育成を図る。

●研究内容をできるだけ、文字化、可視化を図り、フォーラムの本一ム
ページに掲載すると同時

に、外部の広報媒体へも情報提供するようにシステム化を検討する。

・116令和6年 5月 17日 (金) ハンガリー大使館  「ハンガリーと日本の温泉交流」 ノヽイブリッド形式  65(20)
「八ンガリーの温泉とその文化」コバーチ・エメシェ (八 ンガリー大使館―等書記官 )

「ハンガリーの温泉医療の現状」 コヴアーチ・チヤバ (八ンガリー温泉医学会会長)
・117令和6年7月 29日 (月 )北 とぴあ「温泉地のブランデイングの最新研究」 ノヽイブリッド形式

丸橋浩史 (多摩美術大学美術学部総合デザイン科特任准教授)

2)ONSEN(温 泉)ウ エルネスの研究開発
温泉保養地医学は温泉の健康増進・疾病予防などの身体的効能効果だけではな

く、自然環境や様々な保

養地プログラムを組合せ、その心理的、精神的な回復も主な療養効果
として評価されてきた。昨今、高齢者

の認知症が社会問題化していますが、高齢者のみならず、実は都会の生活者
の心神喪失や適応障害なども隠

された大きな社会的な問題です。世界保健機構 (WHO)も 身体の生活習慣病とは別
に、情報社会の精神疾患
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を認知症とは区別し、温泉や自然のセラピーを再評価しそのプログラム開発を今後の重要な研究課題と予測

している。都会環境の硬い人工空間と隙間のない慣習化した生活によっていわば、 "心の金属疲労''で知覚回

路が退化することがある。人が本来持っている心と身体の自律神経系のバランスのシステム障害とでも言う

のでしょうか、その初期の原因としてレセプターとして触覚機能の劣化 (嗅覚、味覚、視覚、聴覚、時間間

隔)が起こり、その劣化レセプターが感覚麻痺 (風、日光、気圧、湿度等)さ らに、重篤になると知覚・認
知障害 (情報過多症)な ど社会と摩擦を起こす、精神障害症候群となって行く恐れがあります。この習慣的

な障害は対処療法として薬物治療では回復はできない。蓄積されたス トレスや其の障害原因を、都会の日

常生活を離れ、生命あふれる自然豊かな温泉地で様々な方法で自ら放電し、本来の自分の心身の調子とリズ

ムを回復し、蘇生するプロジェクト。我が国の湯治文化は自然豊かな環境に心身ともに浸かり、疲れた体の

回復と同時に、精神やストレスの発散を行う場の感性 (八 レ)を 日常生活 (ケ )と 区別して、機能化した習

慣です。その優れた伝統を持つ全国の温泉地とその周辺の自然環境をモデルケースに、五感を鍛えるをテー

マにONSENウ エルネス研究開発を企画し、これからの温泉地の新たな役割を多様な実務専門家によって検

証する予定です。

3)『温泉と社会保障制度―温泉医学研究体制」 (自主研究) (平 成 26年より継続研究 )

温泉関連政策・組織の調査 。研究 (温泉パラダイムチャー ト
*参
照15頁 )

新たな温泉時代の改革に省けて、近代における温泉 (関連政策、組織、時代動向など)の系譜的関連組

織 (中央官庁、地方自治体、学会、組合、有識者など)と 下記の課題の意見交換を行ってきた。入湯税の戦

略的活用や、温泉医学研究振興の総合的な実施組織形態とその連携のあり方、温泉振興の長期的ヴィジョン

とその政策提言、温泉のグローバリゼーションヘの対応や温泉関連人材の育成等の研究開発を行う。

・ 「戦後の温泉行政の変遷研究 (仮題)」 (企画中)

・「日本の温泉の長期ビジョンと戦略及び政策に関する意見交換会」 (企画及ぶ日程など詳細調整中)

。「欧州温泉国に学ぶ温泉医学研究体制及び財源の研究一入湯税の戦略的活用に向け」 (企画中)

4)「温泉利用型健康増進施設の普及啓蒙と利用促進」の研究 (自主研究 )
平成 28年 4月 1日 より認可され、所謂 「温浴系」と「運動系」とが個別に施設連携できるようになっ

た「連携型」の温泉利用型健康増進施設は平成 29年 4月 、 7月 、北海道の豊富町と大分県竹田市の 2箇所
に加え、平成 31年 4月 には、岡山県玉野市の「瀬戸内温泉たまの湯」が連携型施設として、それぞれ認可
された。厚労大臣への認定運動など、支援をお願いした全国の自治体の取組みに関する事例報告や具体的な

運営体制の今後の課題など、主管する日本健康開発財団と協調し、具体的な候補を持つ自治体との協働研究

体制を整備していく。同時に従来の医療費控除に関わる手続きの簡素化など運用システムの見直しを図り、

この制度を関係機関や医学会・協会の協力を得て広く国民にPRする体制づくりを検証する。

5)「環境省プロジェクトヘの支援・交流研究」
2016年 12月 に設立された「温泉地保護利用推進室」は、全国自治体首長サミット会議やチーム新・

湯治全国大会、新・湯治セミナーなどを主導し、新・湯治プロジェクトに関するネットワークづくりの事業

などを実施している。この環境省 「温泉地保護利用推進室」の関連事業へのフォーラムヘの要請等を踏ま

え、日本の温泉地の健康づくりへの健全な発展ために可能な限りその普及活動支援を行う。

6)『令和 6年度新・湯治の効果に関する協同モデル調査」
熊本県菊池市 (観光商工課)は管内の菊池温泉の活性化事業として令和 6年度の環境省の標記調査に

応募、研究調査テーマ 「地域との交流を主軸とした新・湯治プログラム体験による健康増進調査」が採択さ

れた。その全体の企画研究調整へのアドバイスを依頼され、全体のアドバイザーとして合田純人 (フ ォーラ

ム常任理事)と 調査研究の検証評価・監修を牧野直樹氏 (九州大学名誉教授)、 具体的な調査・指導を武居

和江 (オ フィスケイズケア代表、温泉ウエルネスプランナー、フォーラム専門委員)の支援体制で菊池市及

び地元関係者と協働・実施する予定。
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7)「温先人ONSENJIN」 企画
科学、文化、政策などの温泉研究に貢献した先人の功績を関連学会

・団体との連携して、幅広く日本の

温泉関係者の情報共有を図る事業として可能な限り段階的に研究調査をすすめる。
一案として、芸能や野球

スポーツ界などで広く見られる「殿堂」に習い
「温泉殿堂」などの顕彰制度を関連資料 :書籍の保存などと

合わせ其の可能性を検証する。

8)「地域活性化研究会」―地域活性学会

地域活性学会 (全国 12大学及び内閣府を発起人として地域活性化の人材育成、政策提言、国際貢

献などを研究する団体 )と 連携して、温泉地の再生
・活性化に資する政策に関する研究を行う。引き続き、

健康と温泉フォーラムの月例会は地域活性学会と共催する。

9)「日本の名湯百選」見直し、再評価事業 (自主調査研究)

35年以上を経過し、変貌した既認定温泉地の再評価・調査研究を行い、健康活用を積極的に取り組

む新温泉地に差し替え、温泉の健康的・社会的活用を行っている自治体
・組合を積極的に支援する。

2.研修事業

健康・福祉・介護や国際交流等、温泉の社会的活動を積極的に支援す
るため、講師派遣、人材育成など

大学、自治体、組合、温泉地関係等からの要請に可能な限り対応する。

1)「第32回温泉利用指導者研修会」 (講師派遣 )

主催  一般財団法人日本健康開発財団
会場  ビジョンセンター東京駅前
派遣日 令和6年 10月 11日 (金)講義テーマ  「健康社会学」 (理論)

令和 6年 10月 18日 (金)講義テーマ  「温泉保養システム」 (実務 )

受講者 温泉利用指導者研修生
2)「 iCOlプロジエクト「ふじのくに学―伊豆の温泉と産業おこし」 (講師派遣 )

主催  公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム

会場  静岡県立大学 (静岡県静岡市駿河区谷田52-1)

派遣日 令和6年 11月 9日 (土)講 義テーマ「日本と世界の温泉の歴史」

受講者 静岡県内の高等教育機関 (大学、大学院、高専等)在校生他

3.フ ォーラム事業

1)「健康と温泉フォーラム20240温泉を活用した健康づくり広域連携会議」

本事業は全国の温泉地自治体の広域連携や、地元温泉地と中央組織 (官庁、関連学
会、関連組織)及び

地元市民との情報共有などを目的に全国の温泉地で開催するフォーラム
の主軸である全国マルチプラット

フォーム事業です。予定共催団体との調整で、本年度中の開催は見送ることとなりま
した。

2)「菊池温泉湧出70周年記念事業―菊池温泉国際プレミアム・サローネ」 (案 )
・テーマ     「温泉地の国際交流と市民の健幸づくり」 (仮題)
・主催     菊池市商工会/健康と温泉フォーラム
・会期      令和 6年 11月 2日 (土)午後
・会場     菊池市民広場大屋根広場
・参加者     菊池市一般市民
・付帯事業   「台湾の観光と物産展」 (仮称 )
・プログラム   企画中

記念講演、パネルデスカッション、交流会等

14



3)We‖―Beauty Style 2024(後 援・展示ブース((3mx2m)設営)
。開催日   令和 6年 9月 30日 (月 )10月 日 (火)2日 (水 )
・会 場   東京 BIGサ イト西ホール
・来場者   1.5万人 (予定)
・展示協カ  インフォーママーケツツジヤバン株式会社  他
・フォーラムと主催者との共催で、催事期間中にセミナーの開催を計画する。

仮題  「温泉ウエルネスヘの期待とその課題」 講師 調整中
4.情報交流事業

・ HP及びSNSの掲載内容の充実 (一般と専門コンテンツの棲み分け)
・NPO法人として一般市民への情報公開の取り組み (主にHPで公開予定)
・温泉療養相談コーナー」の継続運用

5.国際交流事業
昨年の静岡県ICOIプロジェクの国際会議 「ふじのくに食と温泉文化フォーラム」の海外講師コー

ディーネートで、招聘したイタリア、 ドイツとの専門家の国際交流促進や、その他八ンガリーやフランスな
ど欧州温泉先進国との交流を中心として、 「日本の温泉文化のユネスコ無形文化遺産登録」の調査研究/体

制づくりなどへの支援など、フォーラムのネットワークの活性化など今後予想される国際的な連携への一歩

として関係組織との情報共有や連携を図る。

温泉連携パラダイムチャート

第一次世界大職終鐵

東京オリンピック

第二次世界大戦終戦    19o4  ,鴨 改達論

バフル景気

:986‐ 199i イン
'`ウ
ンド

温泉偽装問題

刷繭 究施設閉鎖 2∞ 4
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ビ壁i全リ
温 泉 連 携 バ ラ ダ イ ム チ ャ ー ト  問題 嘴 |き 起 こした時と同 じ考えでは澪 対 るこ

確 康 と温泉フォーラム 2020
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ク ス事業
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UIB 日本交通公社
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木墓 敬

癖
“

温泉療法医会

大島良雄
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理瞭法学講座
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ベルツヽ 十在日
温泉定義 分析場す
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新

内務省 1厚生省) 環境庁

日本医学会
国民保養温泉地利用者 ビーク

鷹大,島躙
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健康保険法 (1922)
社会保障改革2020介護保険制度2000

国民皆保険制度

(1961

1986‐ 1990
第一次温泉連携
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令和 0年 1月 1日 から令和 7年 3月 31日 (決算)ま で

法人名 :特定非営利活動法人健康と槻泉フォーラム
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第3号議案 (資料3)

令和6年度特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム役員
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理
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理

理

理

理

理

理

理

理

監

監

名 誉 会 長

会長

常 任 理 事 *

常 任 理 事 *

白倉卓夫

三友紀男

合田純人

栗原茂夫

溝回薫平

上国昌徳

首藤勝次

齊藤兵治

小山芳久

大野正人

川崎義巳

笠 愛―郎

荒木 善紀

岡田友悟

野中ともよ

加藤典嗣 (新任 )

畠山米―

中沢 敬
布山裕一

鶴田浩一郎 (新任 )

小林裕明

石田 心 (新任 )

坂本 誠
関□陽一

星憲一郎

井上晶子

石井宏子

武居和江

江渕 敦
浜田幸康

樽井由紀

野添周子

芦田倍芳

北出恭子

池原沙都実

群馬大学名誉教授

仙台社会保険病院名誉院長

専 任 (*企画運営委員長 )
学校法人作新学院大学客員教授

大分県湯布院温泉玉の湯顧問

石川県出中温泉かよう亭代表取締役

竹田市健康と温泉文化 芸術フォーラム代表理事 前竹田市長
長野県鹿教湯温泉ホテル齊藤顧問

一般社団法人山梨県ウェルネスツーリズム推進協議会会長

観光 リサーチ&プラニング代表 前横浜商科大学教授
株式会社フェローニア取締役

熊本県商工連合会会長 菊池市商工会会長
新潟県村杉温泉長生館代表取締役社長

NPO法人日本スパ&ウ エルネスツーリズム協会理事長
NPO法人ガイア・イニシアティブ会長
一般財団法人日本健康開発財団理事長

株式会社玉川温泉代表取締役社長

一般社団法人群馬県温泉協会会長、元草津町長

日本温泉地域学会理事長 流通経済大学講師
ホテルニューツルタ代表取締役社長

いわき商工会議所専務理事

公益財団法人日本交通公社旅の図書館副館長

公益財団法人地方白治総合研究所研究員

独立行政法人経済産業研究所上席研究員

涼音堂茶舗代表

立教大学観光研究所主任研究員

株式会社温泉ビューティ研究所代表

有限会社ケイズケア代表取締役 温泉ウエルネスプランナー
インフォママーケッツジャバン株式会社事業部長・編集長

株式会社PDSアーキテクトー級建築士事務所代表

奈良女子大学講師

温泉と宿ジャーナリスト

株式会社エモーションズワーク代表

有限会社スプリングラボ代表 温泉家
株式会社ジェイーアール東日本企画

立教大学名誉教授

専門委員 *

専門委員*

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員

専門委員*

専門委員

研 究 員
＊］貝
　
一員
　
一員
　
口貝

究

究

究

究

研

研

研

研

顧  問 前田 勇

* 企画・運営委員
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会員リスト (令和 6年 3月末)

法人会員53社 (順不同)

信州鹿教湯温泉 斎藤ホテル

大國道夫都市建築総合研究所

一般社団法人山中温泉観光協会

いわき商工会議所

由布院温泉 玉の湯
一般財団法人日本健康開発財団

株式会社電通

医療法人社団正風会

大分県竹田市

秋田県仙北市

北海道豊富町

鳥取県倉古市

石川県ヵ口賀市

宮城県大崎市

鳥取県三朝町

兵庫県新温泉町

山口県長門市

北海道ニセコ町

公益財団法人日本交通公社

NPO法人日本スパ&ウ エルネスツーリズム協会

湯河原温泉旅館協同組合

株式会社PD.Sアーキテクトー級建築士事務所

株式会社アクアエンタープライズ

菊池市商工会

菊池温泉観光旅館協同組合

菊池市観光協会

鳥取県関金温泉振興組合

大分県別府温泉旅館協同組合

株式会社 トリリオン

株式会社玉川温泉

新潟県村杉温泉長生館

新潟県五頭温泉郷旅館組合

鹿教湯温泉旅館協同組合

NPO法人越後妻有里山協議機構

一般社団法人日本温泉気候物理医学会

温泉療法医会

地域哲学研究所

涼音堂茶舗

地域活性学会

フェローニア株式会社

バスリエ株式会社

二重県勤労福祉センター希望荘

NPo法人ガイア・イニシアテイブ

ソレイユプロジエクト合同会社

株式会社スリムビューテイハウス

ー般社団法人健康百寿協会

株式会社メディカルイオン

ー般社団法人三朝温泉観光協会

医療法人楽山会大湯 り八ビリ温泉病院

株式会社エモーションズ・ワークス

たわらやまの旅と未来会議

株式会社中沢ビレッジ

ー社)竹田市健康と温泉・文化芸術フォーラム

個人会員 (60人 )

18



1健康=人間 1温泉 1新しいコミュニケーションの場 13つの要素を親しみやすく視覚化
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